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第２回理事会開催 第２回市町子連会長会

11月26日（日）10時 教育会館大会議室
出席理事 11名 欠席理事 5名
出席監事 2名 欠席監事 1名

11月26日（日）11時 教育会館大会議室
22市町子連の内、11市町子連会長および
その他の県子連役員・オブザーバー1名
により開催されました。

会長を議長に、平成29年度事業中間報告・平成30年度
事業計画概案について執行部より説明がありました。
29年度事業中間報告については、全理事により承認。
また、関ブロ栃木大会に向け、実行委員会の進捗状況
について杢子実行委員長から説明がなされました。
その後、質疑応答等がありました。

平成29年度事業中間報告・平成30年度
事業計画概案についての説明及び関ブロ
栃木大会実行委員長より進捗状況について
説明がありました。
さらに参加した11市町子連会長様より、各
市町子連の活動の様子が発表されました。
また、茨城県水戸市子連が共に交流できる
子ども会を求めている旨を紹介し、各市町
子連に呼びかけました。

平成29年11月26日（日）13時30分～15時30分 教育会館 大会議室にて
参加者22名（市町子連役員・県子連役員ほか関係者等）
講師：杢子 繁通氏（県子連指導委員研修担当主任）

「稲から学んだ杢子流百姓哲学」と題して、農業に携わる杢子氏が稲の一生を人の一生
になぞらえ、また、子ども会活動にも絡めながら、示唆に富んだ杢子流哲学を格言や
ことわざを織り込みながら講義されました。
また、稲が一生の終わりを遂げた後に残される「藁（わら）」にも光を当て、肥料の他、
様々な場面で人の生活を支えてきたといっても過言ではないほど役に立っていることに、
生涯現役で社会に役立つことの示唆を与えられました。
また、講義の後、稲の藁を使ったしめ縄飾り作りを参加者全員が体験しました。
ほとんどの方が初体験で、初心者にも作りやすい2本撚りのしめ縄に挑戦しました。

次年度4月から22市町子連すべての会長様
に関ブロ栃木大会実行委員として加わって
いただく予定でおります。
ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

杢子指導委員 杢子講師が手塩にかけて
育てた稲の藁を使って

中に好きな文字を書
いた色紙を入れ完成

デコレーションによっては
クリスマスリース風にも
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※ 12月より栃木県子連のホームページURLが新しく変更されました。
https://www.kodomo-kai.or.jp/tochigi/

上記のとおりです。アクセスしてみてください。
※ H30年2月9日（金）14時より 教育会館１F 中会議室にて
「平成30年度全国子ども会安全共済会説明会」を開催します。

※ 本年度最後の事業奨励金は、上記説明会の折に手交いたします。
事業奨励金額計算の対象は、12月末日までに加入した人数になりますので、
ご注意ください。

※ １月21日（日）開催の第2回ジュニアリーダー研修会参加申込受付中
12月12日（金）までに市町子連事務局を通してお申し込みください。
詳細は県子連事務局まで。

第26回とちぎ教育振興大会

第26回とちぎ教育振興大会において

「とちぎ教育の日教育功績者賞実行委員会長賞」受賞

11月19日（日）宇都宮市文化会館にて開催された標記振興大会において
当連合会副会長の柳田和子氏が、長年の青少年への教育活動の功績に対し、
標記の賞を受賞しました。地元栃木市において、また広く県内全域において、
今後、ますますご活躍されますことを期待いたします。

柳田和子氏

安全啓発中級指導者認定

10月29日（日）横浜ベイシェラ
トンホテルにて中級指導者認定
委員会が開かれ、栃木県から
村上祥子氏が認定されました。

KYT子ども会
11月22日（水）午後、関ブロ
実行委員会運営委員４名で、来
年の関ブロ大会会場となる那須
りんどう湖ロイヤルホテルを
視察してきました。宿泊部屋、
大ホールや分科会会場となる
会議室等を下見し、担当者と共
に打ち合わせを行いました。

関ブロ栃木大会
第12回実行委員会開催

11月14日（火）19時より教育会館中会議室にて
26名の実行委員の参加を得て開催されました。
今年度の神奈川大会を振り返り、参考にするべき
点、改善点などを話し合いました。また、参加者
への記念品や開会行事、基調講演、分科会、情報
交換会のプログラム等について協議されました。

県子連は「とちぎ教育の日」実行委員会の
51参加団体の中に加わっています。
今年度の振興大会は、下記の内容で行なわ
れ、県子連では受付係を担当しました。
☆記念式典（表彰・来賓祝辞等）
☆郷土の偉人紹介
「自得農業で地域を救った田村仁左衛門吉茂」
講師：「とちぎ教育の日」実行委員会

事務局員 大島 康明
☆記念講演
「“豊かな国日本”で深刻化する貧困問題」
講師：NPO法人ほっとプラス代表理事

聖学院大学客員准教授 藤田孝典 氏

11月19日（日）宇都宮市文化会館にて
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